
トリニダード・トバゴ月間情勢報告 

（２０２２年２月） 

在トリニダード・トバゴ日本国大使館 

 

 

２月のトリニダード・トバゴの内政、経済、外交月間報告は以下の通り。 

 

１．概況 

●ワクチン完全接種者が人口の５０％を超えた。 

●ＥＵは、２０２１から２７年にかけて途上国を支援するグローバル・ゲートウ

ェイに３億ユーロを投入する。 

●ローリー首相は、訪問先のカタールで、ライシ・イラン大統領と面談。石油ガ

ス掘削、採掘に関する知見の共有及び協力を得ることで合意。 

●カリブ司法裁判所は、ベリーズのトリニダード・トバゴに対する黒砂糖輸入関

税訴訟について、申し立ての証拠不十分として、訴えを退けた。 

●南部沿岸の公海上で不法移民を輸送していた船舶に沿岸警備隊の船舶が発砲

し、ベネズエラ人の幼児が死亡、母親が負傷。 

●ブラウン外相は、ロシアのウクライナ侵攻に深い懸念を表明。 

 

２．内政 

（１）新型コロナウイルス 

●（１０日報道）２８万６千回分以上のファイザー社製ワクチンが、２月中に使

用期限切れとなる一方で、米国より１５万回分が新たに確保された。 

●（２０日報道）保健省は、ワクチン完全接種者が人口の５０％を超えたことを

発表した。 

●（２０日報道）政府は、２１日からビーチ及び河川を完全開放し、ワクチン未

接種の児童のセーフゾーン利用を許可すると発表した。 

●（２２日報道）首相官邸及び司法省は、ローリー首相とともにカタールを訪問

したアル＝ラウィ司法長官と首相官邸スタッフが新型コロナウイルスに感染し

たとする声明を発表した。 

●（２７日報道）使用期限切れのファイザー社製ワクチン２６万回分が処分され

る。 

●（２７日報道）カリブ公衆衛生庁が、新型オミクロン株 BA.2 の初事例を確認

した。 

 

（２）その他の内政 



●（２日報道）７日、ローリー首相とオーガスティン・トバゴ行政長官がトバゴ

で会談した。 

●（８日報道）７日に行われたデベ南選挙区の補欠選挙で、ＵＮＣが議席を維持

した。 

●（１１日報道）ダビッドソン＝セレスティーン・トバゴ島ＰＮＭ党首は、２２

年４月２４日の党内選挙で代表の地位続投を希望しないと表明。 

●１６日、午後 1 時前～深夜にかけて、１００万人以上に影響が及ぶ停電が発

生。 

 

３．経済 

●（１０日報道）中央銀行は、経済指標を発表し、２１年末の債務残高の対ＧＤ

Ｐ比が前年同月の７９．８％から８３．３％に上昇 

●（１４日報道）ＥＵは、２０２１から２７年にかけて途上国を支援するグロー

バル・ゲートウェイに３億ユーロを投入する。優先度の高い分野は、民主的な価

値と高い基準、良き統治と透明性、平等なパートナーシップ、グリーンでクリー

ン、治安、民間投資。 

●（１９日報道）１８日、国営ガス社（NGC）は、プロマンとメタノール生産の

一部の販売権、及びプロマンが所有するメタノールを燃料とする環境負荷の少

ない船舶の使用の可能性につき合意し、１月に発効した。 

●（２２日報道）ローリー首相は、訪問先のカタールで、ライシ・イラン大統領

と面談。石油ガス掘削、採掘に関する知見の共有及び協力を得ることで合意。 

●（２３日報道）ローリー首相は、第６回世界ガス輸出フォーラム（カタール）

にて、企業と連携し、炭素隔離等、低炭素化に取り組みつつ天然ガス産業を推進

していく、それを実行するには２０億米ドルが必要であると述べた。 

●（２４日報道）デジセル、ＴＳＴＴは、ミッチェル・グレナダ首相主導で合意

したカリコム圏内のローミング費用を削減することに協力すると述べた。域内

ローミング費用は、最大７０％削減される。 

●（２４日報道）休止中のアトランティック LNG社の第１系列に１０％を出資

している中国企業が撤退した。 

●（２７日報道）BHP 社は、ルビー油田の今期の石油生産量が日産４，０００

バレルで、予定していた日産１６，０００バレルに届かないと述べた。 

●（２７日報道）２６日、貿易産業省は、ウクライナ情勢に関し、トリニダード・

トバゴ経済全体への影響は軽微であるとした上で、特に食糧安全保障の視点か

ら見直しを行うと発表。 

 

４．外交 



●（２日報道）１日、カリブ司法裁判所は、ベリーズのトバゴに対する黒砂糖輸

入関税訴訟について、申し立ての証拠不十分として、訴えを退けた。 

●（６～９日報道）５日夜、南部沿岸の公海上で不法移民を輸送していた船舶に

沿岸警備隊の船舶が発砲し、ベネズエラ人の幼児が死亡、母親が負傷。ローリー

首相はベネズエラのロドリゲス副大統領に哀悼の意を伝達し、ブラウン外相も

プラセンシア外相およびペレス駐トリニダード・トバゴ大使に哀悼の意を伝達。 

●（６日報道）より良い生活を求めてトリニダード・トバゴにやってきた２，０

００人以上のベネズエラ人が、当地での生活費の上昇に伴い帰国。 

●（２０日報道）１９日、オランダ海軍とトバゴ緊急事態管理庁は、地域の災害

救助活動協力に合意。 

●（２４日報道）ブラウン外相は、ロシアのウクライナ侵攻に深い懸念を表明。 

 


